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１．はじめに  
 宇治田原第二高架橋は，新名神高速道路の大津 JCT-城陽 JCT 間に位置する PRC7 径間連続箱桁橋で，片側

3 車線（上下線分離構造で全幅員は 15.15m）である．張出し床版長が 4520mm と長いため，上床版はリブ付き

床版構造となっている．当初は片側暫定 2 車線で施工予定であったが，詳細設計時に完成 3 車線での施工に変

更された．張出し施工時の地震時に対して，施工済みの橋脚が構造的に成立するように，張出し施工時の上部

工を軽量化する必要があった．そこで，12.15m の幅員で張出し施工（1 次施工）を行い，閉合後に床版の両側

を拡幅（2 次施工）することとした．2 次施工の床版にも橋軸直角方向のプレストレスを導入するため， 1 次

施工時に配置した床版の横締めケーブルにさらにケーブルを接続して緊張することとした． 
 P2-P3 径間の中央付近の路肩側には，標

識や非常電話等の設備が設置される床版

拡幅部（以下，集合基礎部と呼ぶ）が存在

する．集合基礎部では，路肩側の張出し床

版付け根（図-1①の位置）に，死荷重によ

る曲げモーメントが標準部の 2 倍以上生

じるため，標準部に比べて横締めケーブ

ルの量を増やす必要がある．ここで決め

たケーブルをそのまま反対側（中分側）ま

で配置すると，中分側のリブ下縁（図-1②

の位置）が過緊張により NG となる．そ

こで本稿はこの過緊張に対する横締めケ

ーブル配置の工夫について報告する． 
２．設計方法  
 集合基礎部の横方向の設計は PRC 構造として行

う．考慮する荷重のうち，自重，橋面荷重，活荷重，

風荷重，衝突荷重による設計断面力は三次元 FEM
解析により，プレストレス力（1 次力，2 次力），鉄

筋拘束力，床版温度差による設計断面力は FRAME
解析により算出する．FEM 解析には，ウェブ下縁

をモデル全長にわたって鉛直方向に線支持したモ

デル長 40m のソリッドモデル（図-2）を用いる． 
３．1 次施工時における横締めケーブルの配置  
 三次元 FEM 解析にて算出した自重+橋面荷重に

おける橋軸直角方向の応力を図-3 に示す．集合基礎部には，上床版上面の応力度の照査より，横締めケーブ

ルは 1S21.8 @ 300 が必要となった．当初は標準部と同様に，図-4 の鋼材 A のように 1 次施工時に緊張して， 
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図-2 三次元 FEM モデル 
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2 次施工時に接続することとしたが，これを 300mm ピッチで配置（図-5(a)）すると，中分側のリブ下縁には，

1 次施工時に過緊張によって大きな引張応力が生じることが分かった．そこで，図-5(b)のように鋼材 A を

600mm ピッチで配置し，それぞれの間に鋼材 B（1 次施工時にはシースのみを配置しておき，2 次施工時に挿

入する鋼材）を 600mm ピッチで配置することとした．このような工夫により，1 次施工時に中分側は過緊張

とならず，かつ路肩側は張出し付根の照査を満足することができた．しかし，これだけでは 2 次施工時（2 次

鋼材のプレストレス導入直後）および完成後の死荷重時においては，過緊張による引張応力度が許容値を超過

したままであった． 
４．2 次施工時および完成後の死荷重時の対応  
 そこで中分側の過緊張への対応策として，集合基礎部でのみ必要となる鋼材 B の配置について，主に施工

上の観点から表-1 に示す 3 案を比較した． 
 

 
 この結果，施工への影響が最も少ない第 3 案に決定した．第 3 案の場合，中分側のリブ下縁で照査を満たす

ために必要な鋼材 B は，リブ 1 箇所あたり 2 本となった．したがって，1S21.8 @ 300 を配置する区間では，

図-5(b)の配置を基本として，リブ 1 箇所あたり 2 本の鋼材 B を中分側で床版下側に配置することとした．  
５．まとめ  
 横締めケーブルが密配置となる集合基礎部において，まず 1 次施工時の中分側での過緊張を回避するため，

1 次施工時には 600mm ピッチ，2 次施工時には 300mm ピッチとなるようにケーブルを配置した．さらに，2
次施工時および完成後の過緊張に対しては，一部のケーブルを中分側で床版下側に配置した． 

図-3 橋軸直角方向の応力(自重+橋面荷重) 

表-1 鋼材 B の配置案 

(a) 当初案 
図-5 横締めケーブル配置（平面図） 

(b) 変更後 
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